
（単位：人）

１　保育を必要としない幼児教育（３～５歳）【１号認定】

県全域 仙台市 仙台市以外

24,564 13,055 11,509

35,765 16,247 19,518

幼稚園（下記以外），認定こども園 8,864 2,282 6,582

私学助成を受けている幼稚園 26,901 13,965 12,936

32,756 15,258 17,498

幼稚園（下記以外），認定こども園 7,798 2,298 5,500

私学助成を受けている幼稚園 24,958 12,960 11,998

▲ 3,009 ▲ 989 ▲ 2,020

91.6% 93.9% 89.7%

２　保育の必要性あり（３～５歳）【２号認定】
※１

県全域 仙台市 仙台市以外

28,653 12,690 15,963

幼稚園等の利用希望が強いもの 7,239 2,958 4,281

上記以外 21,414 9,732 11,682

22,884 10,307 12,577

保育所，認定こども園 22,360 10,242 12,118

（認可外保育施設※２） 524 65 459

22,758 10,585 12,173

保育所，認定こども園 22,402 10,585 11,817

（認可外保育施設
※２

） 356 0 356

▲ 126 278 ▲ 404

99.4% 102.7% 96.8%

３　保育の必要性あり（０歳）【３号認定】

県全域 仙台市 仙台市以外

4,224 1,672 2,552

4,709 2,127 2,582

保育所，認定こども園 3,580 1,570 2,010

特定地域型保育事業 960 557 403

（認可外保育施設
※２

） 169 0 169

4,304 2,185 2,119

保育所，認定こども園 3,362 1,662 1,700

特定地域型保育事業 813 523 290

（認可外保育施設
※２

） 129 0 129

▲ 405 58 ▲ 463

91.4% 102.7% 82.1%充足率（③÷②）

過不足（③－②）

充足率（③÷②）

項目

①ニーズ

②計画値（ニーズに対する確保方策）

③実績

過不足（③－②）

充足率（③÷②）

項目

①ニーズ

②計画値（ニーズに対する確保方策）

③実績

過不足（③－②）

幼児期の教育・保育基盤の確保・整備状況（平成２９年度）

項目

①ニーズ

②計画値（ニーズに対する確保方策）

③実績
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４　保育の必要性あり（１・２歳）【３号認定】

県全域 仙台市 仙台市以外

14,812 7,270 7,542

15,234 7,293 7,941

保育所，認定こども園 12,939 6,022 6,917

特定地域型保育事業 1,963 1,243 720

（認可外保育施設
※２

） 332 28 304

15,321 7,201 8,120

保育所，認定こども園 12,546 5,828 6,718

特定地域型保育事業 2,372 1,373 999

（認可外保育施設
※２

） 403 0 403

87 ▲ 92 179

100.6% 98.7% 102.3%

※１

※２

充足率（③÷②）

３～５歳（保育の必要性あり）の確保方策に不足が生じている場合であっても，３～５歳（学校教育のみ）の幼稚園により提供体制を確保す
る。

「量の見込み」に対しては，認可・確認を受けた施設等により対応することが基本だが，待機児童解消のため，当分の間，一部の「認可外保育
施設」により対応することが許容されていることから，確保方策・実績いずれについても「認可外保育施設」を計上している。

項目

①ニーズ

②計画値（ニーズに対する確保方策）

③実績

過不足（③－②）

◆共働き世帯の増に伴う保育ニーズの高まりにより，２号認定と３号認定については見込んだニーズが過

小となり，確保量が不足となったとするケースが見られた。

◆一方で，少子化による人口減少が想定以上に進行し，見込んだニーズが過大となったとするケースも見

られた。

◆確保量の不足については，新施設開所の遅れ，保育士の不足等により希望者の受入れができなかった場

合もあった。

各市町村の中間見直しにおいて，計画の内容を修正

2


